宗教歌の演奏について : メンデルスゾーンの讃美歌に着目して by ガハプカ, 奈美
1はじめに
　本稿では、宗教歌の中でも讃美歌のクラシック音楽ロマン派を代表する作曲















M. ルターの宗教改革と音楽から～ Über die ursprüngliche Sprachaufführung 
von religiösen Liedern ～ von M.Luthere religiöser Reform und Musik in 
Deutschland ～」（ガハプカ，2017）に挙げたように、今でこそ「音楽の祖」


































6 曲載せられている。 2 番－礼拝・讃美、30番－礼拝・朝、98番－神・降誕、
190番－神・聖書、314番－信仰の生活・祈祷、406番－信仰の生活・送別旅行　
というように讃美歌として歌唱されるであろう場面も多岐に渡っている。
　本論で扱う讃美歌は、30番（詩編59・16、139・18、創世記 1 ・ 5 、ヨハネ
の黙示録 4 ・ 2 ）と98番（ルカ 2 ・ 8 －14、イザヤ書 9 ・ 2 、ガラテヤ人への





































































ルカの福音書第 2 章第 8 －14節
しかし、時の満ちるに及んで、神は御子を女から生まれさせ、律法の下に生
まれさせて、おつかわしになった。







　イザヤ書第 9 章第 2 節、ルカの福音書第 2 章第 8 －14節、ガラテヤ人への手







































　全体は10曲で構成され、第 1 曲が器楽交響曲の第 1 ～ 3 楽章に相当するシン















の朝歌われるものである。「朝」をキーワードに歌詞を見てみると、1 番に 2 回、





　日本で使用されている讃美歌 5 ）には一番中心となった箇所 1 か所のみが載せ









③創世記第 1 章第 5 節には〔光を昼、やみを夜そして次の夜明けを「朝」と名
付けた第一日目〕






歌詞を見てみると、 1 番に 2 回、 2 番に 1 回、 3 番に 1 回出現する。また、98




られている。日本の讃美歌 7 ）には30番と同じく、 1 か所のみが載せられている。
①イザヤ書第 9 章 2 節には〔暗闇に迷っていた人々の上に光が照った。〕
②ルカの福音書第 2 章 8 －14節〔野宿をしている羊飼いの前に主の使いが現れ、
「ダビデの町の民を救わんとする救い主」の誕生を伝える。キリスト誕生を
伝え、神を賛美する。〕
③ガラテア人への手紙第 4 章 4 節〔イエスは、神が律法の下に遣わした子である。〕
















Alles, was Odem hat, lobe den Herrn. すべてのもの、息あるものよ、ほめ讃え
 よ、主を。
Halleluja, lobe den Herrn. ハレルヤ、ほめ讃えよ、主を。
（詩篇150：6）
Lobt den Herrn mit Saitenspiel, ほめ讃えよ、主を、弦を奏でて、
lobt ihn mit eurem Liede. ほめ讃えよ、あの方を、あなたたちの歌で。
（詩篇33：2）
Und alles Fleisch lobe seinen heiligen Namen. そしてすべての肉あるものはほめ讃えよ、
 その聖なる名を。
（詩篇145：21）
Lobe den Herrn, meine Seele, ほめ讃えよ、主を、わが魂よ、
und was in mir ist, seinen heiligen Namen. そして私の内にあるものよ、その聖なる名を。
Lobe den Herrn, meine Seele, ほめ讃えよ、主を、わが魂よ、

























Saget es, die ihr erlöst seid durch den Herrn, 語れ、主のおかげで、救われた者たち、
die er aus der Not errettet hat, あの方が苦難から解き放った者たち、
aus schwerer Trübsal, aus Schmach und Banden, 重苦しい苦悩から、屈辱と桎梏から、
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die ihr gefangen im Dunkel waret, 闇に捕らえられていたひとたち、
alle, die er erlöst hat aus der Not. すべての、あの方が苦難から救った者たち。
Saget es! Danket ihm und rühmet seine Güte! 語れ！感謝せよ主に、
 そして褒めたたえよ、その慈愛を！
（詩篇107）
Er zählet unsre Tränen in der Zeit der Not, あなたはわたしのさすらいを数えられました。
 わたしの涙をあなたの皮袋にたくわえてください。















第 4 曲：語りなさい、救われたひとたち 
Sagt es, die ihr erlöset seid 語れ、救われた者よ
von dem Herrn aus aller Trübsal. 主によって、すべての苦悩から救われた者よ。










第 5 曲：私は主を待ち焦がれました 
Ich harrete des Herrn, und er neigte sich zu mir und hörte mein Flehn.
 主はわたしを滅びの穴から、泥の沼からひきあげた。
Wohl dem, der seine Hoffnung setzt auf den Herrn!
 わが神よ、主よ、あなたのくすしきみわざ










第 6 曲：死の綱がわたしたちを取り巻いた 
Stricke des Todes hatten uns umfangen, 死の綱がわたしを取り巻き
und Angst der Hölle hatte uns getroffen, 陰府の苦しみが私を捕らえた。
14
wir wandelten in Finsternis. わたしは悩みと悲しみにあった。
（詩篇116：3）
Er aber spricht: Wache auf! der du schläfst, 眠っている者よ　起きなさい。
stehe auf von den Toten, ich will dich erleuchten.　死人の中から立ち上がりなさい。　
 （そうすれば、キリストはあなたを照らすであろう。）
（エフェソス5：14）
Wir riefen in der Finsternis: セイルからわたしに呼ばわる者がある、
Hüter, ist die Nacht bald hin? 夜回りよ、今夜のなんどきですか？
Der Hüter aber sprach: 夜回りは言う、
Wenn der Morgen schon kommt, so wird es doch Nacht sein;
 「朝がきます、夜もまたきます。
wenn ihr schon fraget, so werdet ihr doch wiederkommen und wieder fragen:
 もしあなた方が聞こうと思うならば聞き
 なさい、















第 7 曲：夜は過ぎ去った 
Die Nacht ist vergangen, der Tag aber herbei gekommen.
 世はふけ、日が近づいている。
So laßt uns ablegen die Werke der Finsternis, それだから私たちは
und anlegen die Waffen des Lichts, やみのわざを捨てて
und ergreifen die Waffen des Lichts. そして光の武具を着けようではないか。
（ローマ13：12）







第 8 曲：さあ、感謝しましょう 
Nun danket alle Gott さあ、感謝しましょう、皆で神に
mit Herzen, Mund und Händen, 心と口と手をもって、
der sich in aller Not その神はあらゆる苦難においても
will gnädig zu uns wenden, 恵み深く私たちの方に向いてくれるのです、
der so viel Gutes tut, その神はかくも多くの恵みをもたらします、
von Kindesbeinen an 幼少の頃から
uns hielt in seiner Hut, 私たちをその保護のもとに置き、
und allen wohlgetan. そしてすべてのものに慈しみを与えてきました。
Lob, Ehr und Preis sei Gott, 称賛、誉れ、そして賛美が神にあらんことを、
dem Vater und dem Sohne 父に、そして子に
und seinem heilgen Geist そしてその聖なる精霊に
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im höchsten Himmelsthrone. いと高き天の玉座において。
Lob dem dreiein’gen Gott, 称賛が、三位一体の神に、
der Nacht und Dunkel schied その神は夜と闇を隔てました
von Licht und Morgenrot, 光と曙から、
ihm danket unser Lied. あの方に感謝を、私たちの歌で。
（コラール）
　第 7 曲の熱気を冷ますかのように静謐なト長調に転じ、第 8 曲が始まる。ル
ター派の有名なコラールを、前半は管弦楽のないア・カペラで、後半は管弦楽
の柔らかな分散和音を伴って厳粛に奏される。
第 9 曲：それゆえ私は歌います 
Drum sing ich mit meinem Liede ewig dein Lob, du treuer Gott!
 それゆえ私は歌います、私の歌で永遠に、
 あなたの称賛を、信実なる神よ！
und danke dir für alles Gute, das du an mir getan.
 そしてあなたに感謝します、すべての恵
 みに、あなたが私にもたらしてくれた。
Und wandl' ich in Nacht und tiefem Dunkel, そして私はさまよう、夜と深い闇の中を、
und die Feinde umher stellen mir nach, そして敵があちこちで私を追いかける、
so rufe ich an den Namen des Herrn, そこで私は主の名を呼びかけ、




















Ihr Völker! bringet her dem Herrn Ehre und Macht!
 あなたたち諸々の民よ！来たらせなさい、
 主に誉れと力を！
Ihr Könige! bringet her dem Herrn Ehre und Macht!
 あなたたち諸々の王よ！来たらせなさい、
 主に誉れと力を！
Der Himmel bringe her dem Herrn Ehre und Macht!
 天空よ、来たらせなさい、主に誉れと力を！
Die Erde bringe her dem Herrn Ehre und Macht!
 大地よ、来たらせなさい、主に誉れと力を！
（詩篇96）
Alles danke dem Herrn! すべてのものは感謝しなさい、主に！




und preiset seine Herrlichkeit! そして賛美しなさい、その光栄を！
（歴代誌上16）
Alles, was Odem hat, lobe den Herrn, すべてのもの、息あるものよ、ほめ讃え
 なさい、主を、




















































































・Prof.Dr.V. HAMP，Prof.Dr.M.STENZEL, Prof.Dr.J.KÜRZINGER『DIE HEILIGE 
　SCHRIFT der Alten und Neuen Testamentes』1962
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